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いちき串木野市の財政状況
　令和２年度の一般会計、特別会計及び企業会計の決算が議会の決算審査特別委員会の審議を経て、9 月議
会で認定されました。市ホームページ等で毎年５月と 11 月に市の財政状況をお知らせしています。今回は、
令和２年度の決算状況と令和３年度（10 月末現在）の予算状況をお知らせします。

　令和２年度一般会計の決算額は、歳入総額 217 億 3,995 万 8 千円（前年度比 16.3％増）、歳出総額
209 億 9,410 万 9 千円（前年度比 15.4％増）で、差引額 7 億 4,584 万 9 千円（繰越明許費繰越額 1 億 4,594
万７千円を含む）を翌年度に繰り越しました。

※物件費は維持補修費を含む

R 元年度 R２年度 差引
財 政 力 指 数 0.40 0.40 0.0
実 質 収 支 比 率 4.3 6.8 2.5
経 常 収 支 比 率 93.6 92.4 ▲ 1.2
実質公債費比率 11.0 11.6 0.6
将 来 負 担 比 率 83.4 75.4 ▲ 8.0

令和２年度の決算状況
一般会計の決算

用語説明
財政力指数 普通交付税の算定に用いた基準財

政収入額を基準財政需要額で除し
て得た数値の 3 か年の平均で、指
数が高いほど財源に余裕があると
されています。

実質収支比率 標準財政規模に対する実質収支額
の割合をいい、概ね 3 ～ 5％が望
ましいとされています。

■歳入歳出決算額

用語説明
経常収支比率 財政構造の弾力性を示す指標であ

り、人件費、公債費等の経常経費に、
税、普通交付税等の経常的な一般
財源が充当された割合で、比率が
低いほど弾力性が大きいことを示
します。

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金
及び準元利償還金の標準財政規模
に対する比率（3 か年の平均値）。
18％を超えると許可団体へ移行し
ます。

将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質
的な負債の標準財政規模に対する
比率で、350％が早期健全化基準
とされています。

性質別歳出決算
209.9億円

歳入決算
217.4億円

国県支出金
69.3億円
（31.9%）

地方交付税
56.2億円
（25.8%）

市税
30.3億円
（13.9%）

寄附金
20.1億円
（9.3%）

市債
13.9億円
（6.4%）

繰入金
9.8億円
（4.5%）

譲与税等
8.1億円
（3.7%）

その他
9.7億円（4.5%）

補助費等
41.5億円
（19.8%）

扶助費
34.0億円
（16.2%）

物件費
31.1億円
（14.8%）

人件費
28.0億円
（13.3%）

普通建設
事業費
21.7億円
（10.3%）

公債費
21.1億円
（10.1%）

災害復旧費
3.4億円
（1.6%）

出資・貸付・積立・繰出金
29.1億円（13.9%）
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　　（単位：千円）

区分 歳入決算額① 歳出決算額 差引額 翌年度へ繰越
すべき財源 実質収支額うち一般会計

繰入額②
② /①
%

国 民 健 康 保 険 4,013,513 286,752 7.1 3,913,315 100,198 0 100,198
地方卸売市場事業 193 193 100.0 193 0 0 0
介 護 保 険 3,721,215 533,877 14.3 3,634,685 86,530 0 86,530
後 期 高 齢 者 医 療 475,046 139,426 29.3 473,428 1,618 0 1,618
合 計 8,209,967 960,248 11.7 8,021,621 188,346 0 188,346

名　　　称 現在高 名　　　称 現在高
土 地 4,002,790 ㎡ 基　　　金 6,734,021 千円
建 物 169,883 ㎡

内
　
訳

財政調整基金 1,783,190 千円
山 林（ 立 木 ） 132,535 ㎥ 市債管理基金 1,413,462 千円
有 価 証 券 24,580 千円 合併まちづくり基金 1,109,688 千円
自 動 車 134 台 ふるさと寄附金基金 1,080,656 千円
債 権 133,787 千円 その他 1,347,025 千円

■市民負担の状況

■市有財産の状況（令和２年度末現在）

主要施策の概要 ■市債残高の推移（単位：千円）
事　　業　　名 事業費 一般財源

〇市民と行政のパートナーシップによる『共生・協働のまちづくり』
地区まちづくり協議会等補助事業 42,398 698
中央交流センター改修事業 19,478 1,478
〇健康で文化的な生活を営める『元気で安心できるまちづくり』
公立学校情報機器整備等事業 154,151 9,827
地域子育て支援センター（きらき
ら）開設運営事業 7,765 2,588

子育て世代包括支援センター（あ
いびれっじ）開設運営事業 11,886 4,256

特別定額給付金給付事業 2,761,353 0
各種証明書コンビニ交付導入事業 6,696 96
子育て世帯への臨時特別給付金給
付事業 34,896 0

〇世界に羽ばたく力強い産業が展開する『活力ある産業のまちづくり』
種子島周辺漁業対策補助事業 58,887 　10,347
ふるさと納税推進事業 2,006,752 2,006,752
中小企業等緊急支援事業 50,650 491
みんなで応援プレミアム付商品券
補助事業 177,229 0

〇利便性が高く美しいまちを創造する『快適な環境のまちづくり』
道路改良特別事業 95,105 2,105
都心平江線整備事業 170,840 3,867
麓土地区画整理事業 486,245 18,142
橋梁長寿命化事業 48,009 7,553

区　　　　　分 単位 H30 R1 R2
市 税 総 額 千円 3,068,497 3,048,325 3,026,433
１ 人 当 た り 円 110,247 110,961 112,165
１ 世 帯 当 た り 円 231,585 230,358 230,340
人 口 人 27,833 27,472 26,982 
世 帯 数 世帯 13,250 13,233 13,139 

注）�人口及び世帯数は、各年度末現在の住民基本台帳登録者数による。また、市税総額は、市民税、固定資産税、軽自動車
税、市たばこ税及び入湯税の合計である。

232.3232.3 213.6213.6 222.4222.4 217.7217.7 216.5216.5 210.4210.4

1,024 1,049 
1,082 1,070 1,055 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

0

50

100

150

200

250

300

350

H17 R元 R2

（千円）（億円）

特別会計・企業会計
一般会計
市民一人当たり（全会計）

H28 H29 H30

102.4
86.2 82.7 80.2 77.6 74.4

1,070

特別会計の決算
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168,758

58,919

426,439

5,776

549,928182,496

659,892

732,424

支出

収入

下水を処理する
ための費用

借入金の利息

減価償却費等

特別損失

下水道使用料 その他
（単位：千円）

399,642106,301

152,000 70,826

53,743

229,374

505,943

276,569

支出

収入

下水道施設の整備

借入金

借入金の返済

出資金 不足額

（単位：千円）

その他

不足額を 
補っています 

219,644 63,025 304,868

129

119,116543,881

587,666

662,997

支出

収入

水を給水する
ための費用 借入金の利息 減価償却費等

特別損失

その他水道料金
（単位：千円）

230,998247,829

163,000

10,544

68,567 236,716

478,827

242,111

支出

収入

水道の布設や施設整備

借入金

借入金の返済

出資金

工事負担金

不足額
（単位：千円）

不足額を 
補っています 

水道事業は、皆様の水道料金を主な財源として運営しています。
■収益的収支（税抜）
　（水道水をつくり、供給したことによる収入と支出）

■資本的収支（税込）
　（水道施設を整備したことによる収入と支出）

下水道事業は、皆様の下水道使用料を主な財源として運営してい
ます。
■収益的収支（税抜）
　（下水を処理することによる収入と支出）

■資本的収支（税込）
　（下水道施設を整備したことによる収入と支出）

企業会計の決算（水道事業） 

企業会計の決算（下水道事業）

いちき串木野市の財政状況

〇令和 2年度末データ
※（）内は前年比

給水戸数　12,601 戸（86 減）
給水人口　26,367 人（477 人減）
給水区域内普及率　99.89％

〇収益的収支
収益的収入額　662,997 千円
収益的支出額　587,666 千円
当年度純利益　 75,331 千円

〇資本的収支
資本的収入額　242,111 千円
資本的支出額　478,827 千円
不　足　額　　236,716 千円
※�不足額は当年度分損益勘定留保資

金などで補てん

〇令和２年度の主な建設事業
配水池整備事業
・萩元第１配水池の築造工事
配水管布設替工事
・�麓土地区画整理事業に伴う配水管

の布設及び布設替工事 等

〇収益的収支
収益的収入額　732,424 千円
収益的支出額　659,892 千円
当年度純利益　  72,532 千円

〇資本的収支
資本的収入額　276,569 千円
資本的支出額　505,943 千円
不　足　額　　229,374 千円
※�不足額は当年度分損益勘定留保資

金などで補てん

〇令和２年度の主な建設事業
串木野クリーンセンターの汚泥処理
施設の長寿命化事業

（令和元年から引き続き）

〇令和 2年度末データ
※（）内は前年比

水洗化戸数　4,725 戸（11 戸減）
水洗化人口　9,472 人（149 人減）
普　及　率　　38.0％
処理区域内水洗化率　92.4％

（0.4％上昇）
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　令和 3 年度の一般会計及び特別会計の上半期（４月１日～９月30 日）の執行状況は次の表のとおりです。

　令和２年度決算状況及び令和３年度予算の概要をお知らせしました。令和２年度の決算につきましては、
市民の皆様の市政に対するご理解とご協力により、市民生活の各面にわたる多くの事業を実施し、おおむ
ね所期の成果を収めることができました。
　一方で、本市の財政は、普通交付税の合併算定替が終了し、今後も人口減少による税収減など厳しい状
況が見込まれます。また、新型コロナウイルスを機に、デジタル技術の活用、環境問題意識の高まり、地
方への関心の高まりなど、新しい変化が大きく動き始めており、将来を見据えた戦略的な取組が求められ
ています。
　今後の財政運営にあたっては、これまで以上に事業の選択と集中を実践するとともに、こうした社会変
革を的確に捉え、国県の動向等を見極めながら対応する必要があります。
　市民の皆様への行政サービスを安定的に提供していくためには、引き続き行財政改革を進め、持続可能
な自治体として健全財政を堅持していかなければならないと考えていますので、今後とも市民の皆様のご
理解とご協力をお願いします。

市の財政事情を市ホームページにて公開しています。
　ホーム＞市政情報＞予算・財政＞財政状況
　（財政事情公表の「令和３年 11 月」をご確認ください）

財政課財務係（☎ 33-5627）

　令和３年度の企業会計の上半期（４月１日～９月 30 日）の執行状況は次の表のとおりです。
（単位：千円）

会計区分 収入 支出
予算額 上半期収入済額 収入割合 予算額 上半期支出済額 支出割合

水 道 事 業 会 計 972,291 317,145 32.6% 1,215,669 310,836 25.6%
収 益 的 収 支 699,925 317,038 45.3% 647,263 123,021 19.0%
資 本 的 収 支 272,366 107 0.0% 568,406 187,815 33.0%

下水道事業会計 846,435 343,922 40.6% 1,009,638 260,745 25.8%
収 益 的 収 支 585,487 315,541 53.9% 581,701 85,549 14.7%
資 本 的 収 支 260,948 28,381 10.9% 427,937 175,196 40.9%

計 1,818,726 661,067 36.3% 2,225,307 571,581 25.7%

（単位：千円）

会計区分 予算現額 歳入 歳出
上半期収入済額 収入割合 上半期支出済額 支出割合

一 般 会 計 17,512,897 8,043,038 45.9% 5,937,997 33.9%
特 別 会 計 8,572,278 3,621,386 42.2% 3,216,091 37.5%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,193,395 1,828,613 43.6% 1,575,132 37.6%
地方卸売市場事業特別会計 244 0 0.0% 22 9.0%
介 護 保 険 特 別 会 計 3,900,524 1,618,743 41.5% 1,468,045 37.6%
後期高齢者医療特別会計 478,115 174,030 36.4% 172,892 36.2%

計 26,085,175 11,664,424 44.7% 9,154,088 35.1%

令和３年度の予算状況
一般会計及び特別会計の予算

企業会計の予算

5



～ 80歳で20本以上の歯を残す～ 80歳で20本以上の歯を残す、、それが8020運動 ～それが8020運動 ～
　市では、80歳で20本以上歯がある方を募集し、11月19日に開催した保健福祉大会（いきいきフェス
タ）で表彰しました。
　平成11年度から実施して、今年度も多くの方が表彰されました。表彰された方をご紹介します。（年
齢は令和３年11月19日現在です）

伊波　行記さん
（年齢81歳）（歯数23本）
★好きな食べ物
　ビフテキ
★歯を保つ秘訣
　�固い物を食べる努力を
している
★元気の秘訣
　歩く。走る。

冨永　巧さん
（年齢80歳）（歯数26本）
★好きな食べ物
　魚類
★歯を保つ秘訣
　歯磨き
★元気の秘訣
　早寝、早起き

西郷　ヤス子さん
（年齢83歳）（歯数25本）
★好きな食べ物
　�身体をいたわった食事
を適量とる
★歯を保つ秘訣
　�気になったらすぐ歯科
へ行く
★元気の秘訣
　�よく歩く。庭いじりや
畑をする。

野元　ヤナ子さん
（年齢90歳）（歯数25本）
★好きな食べ物
　肉、魚
★元気の秘訣
　歩くこと

川口　保さん
（年齢80歳）（歯数28本）
★好きな食べ物
　肉、魚、麺
★歯を保つ秘訣
　�歯ぐきマッサージ、フ
ロスを使う
★元気の秘訣
　�好き嫌いなく、何でも
食べる事

西中　一郎さん
（年齢84歳）（歯数23本）
★好きな食べ物
　魚、肉、野菜
★歯を保つ秘訣
　定期的に歯科受診
★元気の秘訣
　グラウンドゴルフ

末吉　護さん
（年齢81歳）（歯数28本）
★好きな食べ物
　かき、みかん
★歯を保つ秘訣
　歯磨き
★元気の秘訣
　運動（ウォーキング）

橋之口　博繁さん
（年齢81歳）（歯数30本）
★好きな食べ物
　バナナ、納豆、魚
★歯を保つ秘訣
　歯間ブラシ
★元気の秘訣
　食生活、ウォーキング

8020表彰おめでとうございます
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松﨑　紀美子さん
（年齢81歳）（歯数27本）
★好きな食べ物
　パン
★歯を保つ秘訣
　歯磨きをすること
★元気の秘訣
　花作り

道岡　駿さん
（年齢81歳）（歯数21本）
★好きな食べ物
　麺類、白米
★歯を保つ秘訣
　歯磨き
★元気の秘訣
　よく寝て、歩くこと

木場津代美さん（年齢80歳）（歯数27本）
中塩屋須子さん（年齢80歳）（歯数24本）
丸山　輝美さん（年齢80歳）（歯数28本）

◆�日頃から食生活や運動と共に ､ 歯や口の健康に
ついても意識が高まっているように思います。

◆�これからも多くの市民の皆様に8020の実現を
目指していただきたいと思います。

Q. 歯科検診はどうして大切なの？
A. 自分だけでは、口の中の異常を見つけることができないからです。

むし歯になっていないか
歯周病が進行していないか
むし歯や歯周病予防のブラッシング指導
かぶせ物や詰め物に不具合はないか
お口の粘膜や咬み合わせに異常がないかなどを診ます。

　口の中の細菌
をそのままにし
ておくと、むし
歯や歯周病にな
るだけでなく、
お口の中の粘膜
の病気を引き起

こしたり、ウィルス性疾患や誤嚥性肺炎
などの原因にもなります。
　日頃から、お口の中を清潔に保ち、歯
科医で検診を受ける習慣は、感染症の予
防にもつながります。

松﨑　純孝さん
（年齢81歳）（歯数24本）
★好きな食べ物
　果物
★歯を保つ秘訣
　歯磨きをすること
★元気の秘訣
　食事に気をつける

三本　弘康さん
（年齢81歳）（歯数21本）
★好きな食べ物
　野菜
★歯を保つ秘訣
　よく磨くこと
★元気の秘訣
　仕事
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串木野健康増進センター
（☎33-3450）健康なまちづくり健康なまちづくり健康なまちづくり

◆喫煙による健康被害◆

　百害あって一利なし　百害あって一利なし
がん以外にも・・・

【大人】脳卒中、歯周病、呼吸機能低下、結核、虚血性心疾患、
　　　慢性閉塞性肺疾患（COPD）、腹部大動脈、
　　　末梢性の動脈硬化、2型糖尿病の発症

【妊娠・出産】早産、低出生体重・胎児発育遅延

◆「やめたくてもやめられない」→それは依存症です◆
心理的・身体的な依存があり、禁煙できないのは自分の意志が弱いわけではありません。
〇使用者が依存症になる割合
　ニコチン＞ヘロイン＞コカイン＞アルコール＞カフェイン
〇依存症になった人の禁断症状の強さ
　アルコール＞ヘロイン＞ニコチン＞コカイン＞カフェイン
〇依存症の人がやめる難しさの度合い
　【コカイン＝ヘロイン＝アルコール＝ニコチン】＞カフェイン

◆一時の至福感と引き換えに自分の寿命を削っている◆
・20歳未満に喫煙を始める⇒男性で８年、女性で10年
　寿命が短くなる（国内調査）
・早く禁煙すればするほど、寿命を取り戻せる

◆加熱式たばこや電子タバコなら、大丈夫？　➡　誤解です　◆
〈加熱式たばこ〉…タバコの葉を電気で加熱して蒸気を発生させてニコチンを吸い込む
　加熱式タバコのフィルターから加熱時に有害化学物質が発生していることが報告されています。

〈電子たばこ〉…専用カートリッジ内の液体を加熱して煙霧を発生させ、吸入する
　令和元年11月（令和2年1月更新）に厚生労働省より「電子たばこの注意喚起について」が掲載。
　�米国において、電子たばこによるものと疑われる肺疾患等の健康被害症例※が報告されており、

全ての電子たばこの使用を控えることが推奨されています。
　※�呼吸困難、息切れ、胸痛といった呼吸器症状が見られ、また、嘔吐や下痢などの消化器症状、

発熱や疲労などの症状も報告されています。

◆禁煙によるメリット◆

タバコ

★お金の節約
　�1日1箱約500円として

も、1年で約18万円節約

★免疫力がアップ
　�血流が改善されることで

体温が上昇

★肌の老化・薄毛の防止
　�血流が改善することで、肌の老化・

薄毛防止に

★長時間禁煙のストレスが軽減
　�飛行機、高速バス移動などのストレ

ス要因が減少

★時間の節約
　�喫煙場所を探す必要がなく、

時間に余裕が！

★火災リスクの防止
　�火の不始末や寝タバコなどで、

火事が起きるリスク
　が減少

禁煙開始時期 禁煙による効果
35～40歳 喫煙前の余命を取り戻す

50歳 6年寿命を延ばす
60歳 3年寿命を延ばす

参考文献：公益財団法人　日本医師会　
「あなたのため、そばにいる人のため　禁煙は愛」

★禁煙する気になった時がやめ時★★禁煙する気になった時がやめ時★

医療機関でなら比較的楽に、
より確実に禁煙できます

食道がん

肺がん

子宮頸がん
膀胱がん

肝臓がん
胃がん
膵臓がん

鼻腔・副鼻腔がん
口腔・咽頭がん
喉頭がん
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いちき串木野市立ハローワーク
（☎26-1191）

市内で頑張っている企業の特色や取組み、
若手社員の声などを毎月お伝えします。串木野健康増進センター

（☎33-3450）健康なまちづくり健康なまちづくり健康なまちづくり
第一交通株式会社　串木野営業所

有限会社勘場蒲鉾店
従業員数　66名
基本理念　�海の恵みに感謝し、伝統の製法と味を受け

継ぎ、多くのお客様に悦んでいただけるよ
うなさつまあげ・蒲鉾を提供できるよう精
進しております。

所 在 地　〒 896-0015　旭町 40
電話番号　32-4423
ホームページ　https://www.kanba.co.jp

　配車センターか
らの指令を受け、
迅速にお客様のと
ころへかけつけ、
安全・快適に目
的地にお送りする
仕事を行っていま
す。
　私はまだ入社わ

ずかで地名・場所・お客様の名前と顔を覚える
ところからですが、暖かいお客様の優しいお声
を頂きながら頑張っています。
　これからも安全・安心・快適・迅速をモットー
にお客様を目的地へとお送りできるよう仕事に
励んでいきます。

　入社 2 年目です。
お客様にさつまあげ
の販売をしています。
　最初は不安でいっ
ぱいでしたが、一緒
に働く先輩方に接客
や仕事の事について
沢山アドバイスをも
らい学ばせていただ
きました。

　これからもっと、社会人として成長できるよう
に頑張っていきたいです。
　そして、お客様に勘場蒲鉾店のさつまあげをま
た買いに来たいと思っていたただけるような接
客をしていきたいです。

社員の企業アピール　濵田　則昭さん

社員の企業アピール　宮里　悠妃さん

企業の概要
　勘場蒲鉾店は、昭和 46年に旧串木野市旭町の地に
て創業をはじめました。
　創業以来、地域特産品のさつまあげ・蒲鉾をさつま
あげ発祥の地の名に恥じぬよう、安心・安全な製品づ
くりに努めております。いちき串木野市をはじめ地域
のお客様に支えられ、鹿児島県内はもとより全国のお
客様にご愛顧をいただいております。鹿児島県内や地
元の素材も活用し、地域にも貢献できるよう取り組ん
でおります。

従業員数　27名
経営理念　�「安全」・「快適」・「迅速」をモットーとして、

お客様第一のサービスに徹し、地元の皆様
の身近な足として地域社会に貢献するタク
シー会社です。弊社は第一交通産業グルー
プの子会社です。

所 在 地　〒 896-0013　栄町 163
電話番号　32-8010
ホームページ　https://www.daiichi-koutsu.co.jp

21

企業の概要
　第一交通産業グループはタクシー事業を基盤とし、
不動産事業や医療・介護等、皆様の生活を支える事業
に取り組んでいます。タクシー事業に関しては全国34
都道府県に8300台（全国1位）を展開しております。
　弊社串木野営業所は小型 24台、ジャンボタクシー
1台、車イス専用車1台を保有しております。通常の
タクシー業務の他、乗合タクシーや学校送迎の委託も
頂いております。ジャンボタクシー（９名様ご乗車可
能）、車イス専用車については要予約となります。ご用
命は薩摩川内市の配車センター（☎ 0120-66-2128）
にて承ります。
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